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リスクオン 

最近のＦＸ取引動向 

※金融先物取引業協会“店頭ＦＸ月次速報（９月）”より 

店頭ＦＸ取引金額推移（９月まで） 

兆円 

取引所総ＦＸ取引推移（１０月まで） 

レバレッジ規制強化 
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万枚 

※東京金融取引所月次統計資料より
弊社作成 

取引所ＦＸ取引は、店頭ＦＸ取引
の約１０分の１未満 

・店頭ＦＸ取扱業者６９社 
（報告数値は５３社分） 
 
・取引所ＦＸ業者２２社 

取引口座数は、 
３２０～３３０万程度か 

（調査会社推計） 

高成長は２０１０年で終
わったが、レバレッジ規制
強化後も一定取引水準 

２０１２年１月より、税制一
本化（２０％分離課税）で

取引所ＦＸの 
優位性薄れる 

投資低調 

店頭ＦＸは、店頭デリバ
ティブ扱いで不招請勧誘
の対象、一方、取引所ＦＸ
は同規制の対象外 

減少数が 
大きい 



ＦＸ取引の収益構造（取扱業者） 

手数料 
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※ストップロス・オーダーなど
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実質的手数料 
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実質的金利 
収益 
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売買相殺に 
よる収益 

左記のものは
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実際は、カバー
業者が管理し、
その収益の一部
を取引業者に
キックバックする
場合も 
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ＦＸ取引の実像と主な取引手法 

口座数：        ３２０～３３０万口座 
証拠金総額：  約１．１兆円（店頭、取引所） 
主要な取引層：３０～４０才代で全体の半数弱 
女性比率：          約２割 
レバレッジ平均：      約５倍 
平均取引頻度：    店頭ＦＸ  ３７回/月 
            取引所ＦＸ   ６回/月 
（４月～６月の金融先物取引業協会統計資料より） 
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ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ分析 



取
引
量
の
拡
大 

  

顧
客
層
の
拡
大 

  

最近のＦＸ取引サービスの動向（主に店頭ＦＸ） 

外債投資拡大 

低レバレッジＦＸ取引 

外貨引出しサービス 

有価証券の 
証拠金利用 

ＦＸ取引のシステム 
トレード 

法人の高レバレッジ 
取引（×１００） 

自社システムの取引
プラットフォーム化 

リスク限定 

リスク拡大 

外貨預金拡大 

銀行 証券会社 ＦＸ取引サービスの拡大 

他社システムの活用 

投資家メリット 

低コストの
外貨投資 

資産の活用 

資産の 
リスクヘッジ 

取引の 
多様化 

実質的な為替取
引のコスト削減

効果 


